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1 は し が き

本報では連作障害回避のための輪作をおこなう場合,前

作として栽培 した作物が後作の作物に与える影響について

レタスを中心として昭和51年度から58年度にわたって検討

した結果を報告する。

3 試験結果及び考察

(1)前作物の種類による影響 (表 1)

初期生育では前作ダイズ区,ス イートコーン区,レタス

連作区でやや劣る傾向があった。収穫時の生育では前作物

による差は認められなかった。球重では前作ダイズ区が最

も劣り,年次変動も大きかった。次いで前作バレイショ区

が劣った。逆に短根ニンジン区力撮 もまさり,次いでスイー

表 : 収量調査 (昭和5254555658年 5か年の平均)
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2試 験 方 法

(1)耕種概要

は種期 5月 上旬   品種 マイレタス

栽植距離 120× 30"2条  マルチの種類 9230N

標準施肥量 (″ /10α )N120 P205260 聰0120
●)供試条件 (前年度作付 )

トコーン区が良かった。レタス連作区では年次変動が高い

傾向にあった。際 球の発生では前作ダイズ,ス イートコー

ン区で腐敗球が少なく不結球が多かったが,こ のことはダ

イズの施肥量が少ないこと,ス イートコーンのBIIP力が強

いこと等からレタスの生育にとって標準施肥量では少なかっ

たためと思われた。球重の最も良かった前作短根ニンジン

区で腐敗球率が高かったが,こ れは短根ニンジン作付後の

養分残量が多かったためと思われた。レタス連作区では腐

敗球率が前作物中最も高かった。

収量では,前作短根ニンジン区が最も高く次いで前作ス

イートコーン,ダイズ区であった。レタス連作区は前作バ

レイショ,キ ャベッ区とfu様に低く年次変動も大きかった。

前作バレイショ区は球重及び収量が低かったが,こ れはパ

レイショ作付後の養分残量力沙 なくなったためと思われた。

規格別割合ではL級が短根ニンジン,ス イートコーン区で

高く,比較的収量の高かったダイズ,ハ クサイ区ではレタ

ス連作区と同様に低かった。
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以上の結果レタスの良前作として短根ニンジン,ス イー

トコーンが ,ま た不良前作としてキャベツ,パ レイショが

考えられた。

●)前作の影響の軽減対策

(0において レタスの生育促進 結球の肥大効果は前作物

における施肥の養分収支が ,ま たスイートコーン キャベ

ツ・ハクサイでは収穫後多量に生じる茎葉残滓により大き

な影響を与えると思われたことから,レ タスの基肥の増減

及び前作物収穫後の残滓処理方法の違いによる前作物の影

響の軽減効果について検討した (図 1)。
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l)前作ダイズ: ダイズの施肥量が少ないことからレタ

スの施肥量を増肥して検討した。初期生育では葉数,葉長

とも増肥程良かったが収穫時の生育には差は認められなかっ

た。球重は増肥により良好となるが ,逆に障害球率が高く

なるため収量では増肥効果は認められなかった。

"前
作バレイショ: バレイショの施肥量が少ないこと

から,レ タスの施肥量を増肥して検討した。生育では増肥

の効果は認められなかったが,球重・収量は増肥により良

好となった。

3)前作スイートコーン: スイートコーンの茎葉の生育

量が多いことから,茎葉のすきζみ,除去とで検討した。

生育ではあまり差はみられなかったが,球重・収量では茎

葉除去区で劣った。

4)前作キャベツ : キャベツの吸肥力が強いことからレ

タスの施肥量の増肥及び残滓除去とで検討した。増肥につ

いて生育には差がなかったが,球重では40%増肥が良好と

なった。収量では40%増肥で腐敗球率が高くなるため20%

増肥が最も良かった。また残滓除去により球重・収量が良

好となった。

6)前作ハクサイ : ハクサイ収穫後の残滓除去を検討し

た。生育では除去による影響はみられなかったが,球重 収

量では残滓除去により良好となった。

6)前作短根ニンジン: 短根ニンジン収穫後の養分残量

が多いといわれていることから,レタスの施肥量を減肥して

検討した。潮 じにより収穫時の生育がやや劣るが ,球重 収
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量において20%減肥でも標準と変わらなかった。

1)前作レタス (連作): レタスの施肥量を増肥して検

討した。増肥により生育はやや良好となり,球重は増肥ほ

ど良好となったが50%増肥では腐敗球が高まることから収

量では25%増肥区が良かった。

以上の結果レタスの生育に対する施肥量の増減効果は前

作ダイズでやや認められただけであったが,球重では作物

の種類により程度の差はあるものの効果が認められた。収

量でも前作ダイズ以外で効果が認められたが球重ほどでは

なかった。

前作物の収穫後の残滓の処理方法では,キ ャベツ,ハ ク

サイで除去した方が球重 収量が良好となり,残滓がレタ

スの生育に悪影響を及ぼすことが明らかとなったが,その

原因については今後の検討課題である。スイートコーンで

は逆に全量すきこんだ方が良好であった。

4 ま  と  め

前作物の種類によリレタスの良球生産及び収量に影響を

与えることが明らかとなり,良前作として短根ニンジン
,

スイートコーンが,不良前作としてキャベツ,バ レイショ

が知られた。また不良前作物でも種類によリレタスの施肥

量をある程度増減することにより,更に前作物の収穫後の

残滓の処理方法により,あ る程度その影響を軽減できるこ

が知られた。
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図 1 前作物別処理方法の違いによる球重及び収量の昭和54555658年
4か年間の平堀直の指数 (Eコ :球重 ■■ :収量)
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